
 

■会社プロフィール

TEL:03-3258-1812/FAX:03-3258-1857

売上高

■会社概要
会社名 ラサ工業株式会社

代表者 代表取締役　社⾧執行役員　坂尾　耕作

本社所在地 東京都千代田区外神田一丁目18番13号

電話／FAX
設立年月 1918年6月

資本金 84億43百万円
496億00百万円

従業員数 445名

■事業内容
＜電子材料事業部＞

＜化成品事業部＞

＜機械事業部＞

ラサ工業株式会社
現代社会に欠かせない電子材料。開発と再生の両輪で省エネ時代をリード。

ラサ工業は、創業から100年が経過し、化成品・機械・電子材料の三部門で“リサイクル・電子産業・ファインケミカル”の分野をターゲットに事業を
展開しています。　これから迎える次の100年を見据え、三部門のさらなる躍進と融合から生まれる新事業開発に力を注いでいます。

電子材料事業部では、化合物半導体の原材料となる高純度無機素材を中心に、半導体製造工程や液晶
パネル製造工程で使用されるレジスト剥離剤や塗布剤などを供給し、エレクトロニクス産業の発展に貢献してい
ます。

化成品事業部では、ラサ工業の原点であるリンを使用した製品を柱に、基礎化学品を製造販売しております。
特に、半導体や液晶に使用される電子工業向けの高純度品に力を入れており、⾧年のノウハウと、原料から製
品を一貫して管理・製造できる供給体制の強みを生かし、半導体グレードのリン酸では、世界シェア首位に立っ
ています。

機械事業部は、かつての鉱山事業で培った技術をベースに、掘削や破砕・選別などさまざまな機械を提供し、
都市のインフラ整備に⾧年貢献するとともに、東日本大震災では津波がれき処理を通して復興にも貢献しまし
た。 特に、掘進機は、約３５年前から国内で上下水道の整備などに活用されており、近年では米国をはじ
め、中国、東南アジア、中東など国外でも採用が広がってきています。



 

■先輩社員からのメッセージ ■地域社会活動

フリガナ タカハシ　シュウ
氏名 高橋　衆
所属 製造課
入社年度 2019年

■採用担当者からのメッセージ
<変化を的確に捉え柔軟に対応できる人材を求めております＞

■製品・技術紹介

■当社の考える方向性

＜日々勉強中です＞ ＜ボランティアサポート＞

＜ 総務課　採用担当　鴇田 翔（トキタ ショウ）＞

増産に対する設備の導入の検討など、大きな案件も任されるよう
になりました。 責任重大な仕事ではありますが、現場の方と協力
して達成した際にはとてもやりがいを感じています。機械設備の原
理の理解など、これまで学んだことだけではなく、幅広い知識が必
要となるため、日々勉強中です。

地域社会活動として、定期的に、国道4号線歩道の
除草やゴミ拾い活動を行っています。

　当社が求める人物像は、自ら考えて行動し、様々な問題を切り開いていくことができる人物です。
ラサ工業は、自由闊達な社風であり、自らに課せられる役割が大きくなる場合もありますが、何事も前向きに捉え、社内
外問わず円滑なコミュニケーションをとりながら、様々な問題に対して自ら行動し、解決に向け取り組んでいけるような方
を求めています。もちろん、会社もサポートしますので、共に頑張っていきましょう。

〈世界の半導体業界
を支える〉

〈限りある資源を
有効活用〉

　当社の社名は、明治後期に創業者が南海の無人島「ラサ島」で肥料の原料となるリン鉱石を発見したことに由来します。
　⾧い歴史の中で、社会環境の変化に応じて、肥料事業、金属鉱山事業、製錬事業、シリコンウェハー再生事業など、主力
事業を含めた業態変革に果敢に挑み、あらゆる経験を未来への糧として今日まで成⾧してまいりました。
　これからも信頼と誠実を大切にし、ものづくりを通じてお客様をはじめとするステークホルダーの皆さまとともに成⾧できる企業を
目指してまいります。

　当社の電子材料事業部は、LEDや通信機器などに
使用される化合物半導体の原料である高純度赤リン
を中心に、高純度ガリウム、高純度インジウム、高純度
酸化ホウ素など、半導体には欠かせない製品を安定供
給できる、国内で数少ないメーカーです。

　ガリウムおよびインジウムは、レアメタルであり、当社製
品の原料には、お客様の工程で発生するスクラップを使
用しています。
当社のリサイクル技術・精製技術を活用し、再度使用
できる状態である、4N（99.99％）から7N
（99.99999％）まで取り揃え、再利用を推進してお
ります。


